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fig.1 調査地周辺の地形 1:4,000 奈文研作製1/1,000地形図「北新」「田村」を使用。地形地物は、1962年 12月 当時。



左京四条二坊と居住者

京の宅地害1研究の動向

平城京の宅地害1に関する研究は、おおよそ次のような段階を経て、進められてきた。

第 1段階は、宅地の大 きさ及び分割法に関する文献的研究で、喜田貞吉以来戦前から戦

後にかけて研究がなされた。そこでは平城京の場合、官人の位階とそれに対する宅地班給

の面積について史料に明記されていないが、実例からみてどういった規準のもとに班給 さ

れていたのか、宅地割の最小単位がどれほどか、またその分割法がどのようなものかなど

の点が検討 された。その結果、班給規準は、史料に右大臣が 4町、四位以上が 2町、五位

以上が 1町、六位以下が 1町から4分の 1町 とある藤原京に準 じて考えられるとして、三

位以上 4町、五位以上 1町、六位以下 4分の 1町ほど、という説が有力となった。 また、

宅地割の最小単位は正倉院文書中の下級官人の月借銭解の分析により、16分の 1町 が基準

となるが、次第に細分化の傾向にあり、奈良時代末期には32分 の 1町 も見えはじめ る、と

指摘 されている。その分割方法は、16分の 1町の場合、二行八間か四行四門か、32分の 1

町の場合、二行十六門か四行八門か、といった議論がある。この行 とは東西方向の区画 を

いい、朱雀大路に近い方から一行・二行・三行 と呼ぶ。門は南】ヒ方向の区画 をいい、北か

ら一門、二門、と呼ぶ。従って、二行八門では東西に三分割 しさらに南北に人分割 して十

六分割する。三行十六門では同様に三十三分割する方法である。
3

第 2段階は、最近10年程の間に進展 した発掘調査による宅地割の解明である。その成果

として、1)宮 に近い場所では 1町以上 を占める大規模宅地が確認できるが、宮から離れる

にしたがって大規模宅地はみられなくなる、2)各坪 において、時期 により宅地割が大 きく

変化 していることがあきらかとなった、3)宅地内の建物の構造や配置について考察の手が

かりを得るようになった、などをあげることができる。1)は 、文献史料に散見する官人の

位階と本貫地 との関係からもそのことは裏付けられるとされ、2)は、奈良時代中期以降に

宮に近い五条以北の地では宅地が拡大 して行 くが、六条以南は細分化 していく、とい う傾

向がみられる。3)の、建物配置については、畿内などの集落 と京の遺構 との対比から、雁

行型・ L字型・並列型・コ字型といった類型化が試みられている。

第 3段階は、この様な発掘の成果を受けて、再び文献の検討 を深化 させ、より具体的な

「京戸」像 を作 り上げることを目指す最近の研究である。この研究は、約10万人 といわれ

る京の居住者の うち、大半をしめた下級官人と一般の京戸のありかたを究明するものであ

る。つまり正倉院文書 をもとに、写経所などに出仕する下級官人の具体的な勤務形態や家

計の収支を復原 し、ついで、月借銭解にみえる官人所有の宅地・動産の量 (中 でも「屋」「倉」

といった収納施設とその収納物)を分析する。これと上にみた最近の発掘成果などを総合 して、

当時の下級官人の経済生活を明らかにしようとする。この結論によると京戸の多くは官人

として、または造寺や造宮の従事者・市人として官や都市との関わりをもったが、それだ
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けでは経済的に自立 しえず京外の農業経営に依存する面が強かった。 したがって五位以上

の貴族層はともかく、大多数の京戸は生活の本拠が京外に存在した可能性が高 く、京 に班

給された宅地は都市生活の一拠点にす ぎない、という。この論証過程には宅地研究にも参

考とすべ きところが多い。

今後第 2、 第 3の方向は研究がさらに深化 していくであろうが、現在もっとも理解の困

難なことは、宅地替えの問題である。位階と宅地班給面積がある程度対応するのなら、位

階の変化にともなう宅地面積の変更 という問題 と、発掘成果の 2に みたように、京内では

しばしばみられる宅地割の変動との関連が、問題 となってこよう。

そうした問題は今後の課題 とし、ここでは先学の成果に基づいて、さしあたり次の諸点

を確認 して先へ進みたい。

a.平城京の宅地班給規準では、五位以上の官人はほぼ一町以上を占めえたであろうこと。

b。 現在史料で確認できる官人の本貫地 とその官人の位階の関係 をみると、五位以上の官

人は宮 に近い五条以北にほば限られること。

c.発掘調査によって確認できる一町以上の宅地 を持つ邸宅跡 もおおよそ bの 範囲と重な

り合 うこと。

律令国家 を支える官僚機構の中で、五位以上の位階 を持つ貴族はその中枢 にあって、政

治的、経済的、社会的特権 を持っていたから、彼 らが都城の中の恵まれた土地 を占めたこ

とは当然である。恵まれた土地は、唐・長安城の例 を引くまでもなく、毎日の出勤に便利

な宮に近い場所ということになろう。今回報告する左京四条二条一坪 も宮 に近接 した一等

地に位置 し、後述のように奈良時代中期に一町以上の宅地が確認 されたわけであり、五位

以上の官人の宅地と考えて誤 りあるまい。
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2 左京四条二坊の居住者

左京四条二坊に本貫をもつ人物で今日知、られているのは次の二名である。1)年 月未詳の

「優婆塞貢進解」(大 日本古文書2-316)に みえる「左京四条二坊戸主石上部君鷹養」、2)天平宝

字 2(758)年 11月 の「伊賀国阿拝郡柘植郷開田売買券」(同 4-350)の「左京四条二坊正五位上市

原王」。このほかに、同坊の東半部分は奈良時代中期には藤原仲麻呂の「田村第」が存在し

ていたという考証がある。従って、四条二坊の居住者は都合三名が知られたが、一坪の居

住者という観点からすると、仲麻呂は除外 しうるから、前記二名になる。石上部君鷹養は

これ以外の経歴が全くわからない。一方、市原王は、正倉院文書、万葉集、続日本紀など

に多く名を残 しており、具体的な経歴の分かる唯―の人物といえる。しかも、今回報告す

る左京四条二坊一坪が奈良時代中期に一町全体を宅地利用しているので、当時五位の位を

持つていた市原王は、その邸宅を比定しうる人物といえる。

市原王は、天智天皇の五世末で安貴王の子、生没年ともに未詳であるが、天平 5(733)年

に万葉集に初見する。のち天平11年 に皇后宮職写経司の舎人として正倉院文書に登場 して

からは、長らく写経事業に関わつていることがわかる。天平15年 5月 、無位より従五位下

に叙せられ、翌16年に写一切経長官とみえ、以後玄蕃頭、備中守等を歴任。天平20年頃に

成立したと考えられる造東大寺司の初代長官となる。天平勝宝元 (749)年 4月 には大仏造営

の功により、従五位上にのばり、翌年12月 には更に正五位下に叙 される。以後も治部大輔、

摂津大夫などを勤め、天平宝字 2(758)年 11月 以前に正五位上になっていることが確認でき

るが、藤原イ中麻呂の乱を境として、史上から消えてしまう。

このように市原王は写経事業、あるいは造東大寺司を通じて光明皇后や藤原仲麻呂と近

い関係にあった。それは天平末年ごろからの昇進につながったものの、天平宝字年間の造

東大寺司をめぐる仲麻呂派、反仲麻呂派の抗争に巻き込まれ以後の彼の命運を決したD
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